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平成 24 年 2 月 24 日 奈良県土木部まちづくり推進局住宅課 
応急仮設住宅入居者 アンケート調査の結果  奈良県では、昨年の紀伊半島大水害により被災された方々に対して応急仮設住宅の建設を行い、昨年 11 月中旬に入居をして頂きました。 入居後、約 2 ヶ月を経過した段階で、各市村と共同で入居後のアンケート調査（感想等の調査）を行い集計しました。 なお、本アンケート調査は、今後の応急仮設住宅建設において参考とするものであります。 アンケート調査にご協力を頂きました入居者様には、この場をお借りして感謝申し上げると共に、貴重なご意見を今後の奈良県行政に活かしていきたいと考えております。  アンケート調査の結果の概要は以下のとおりです。  【１】アンケート調査の概要 （１）調査の対象・・・応急仮設住宅に入居している 114 世帯 （２）調査の期間・・・平成 23 年 12 月 15 日配布～平成 23年 12 月 27 日〆切 （３）調査の項目・・・「仮設住宅の建設地について」「住宅の構造・設備について」「入居後の感想について」等 （４）回 収 率・・・62.3％（71通回収／114 通配布）  【２】回答者の基本情報 （１）入居者の平均年齢・・・・・・６２．１歳（入居者の年齢構成はグラフ１を参照） （２）入居世帯の平均の家族数・・・２．１人 （３）入居者の男女比・・・・・・・男性（５９人）：女性（５９人） （４）回答者の職業・・・・・・・・結果はグラフ２を参照  （グラフ１） （グラフ２） 

別 添 



- 2 -  

【３】アンケート調査の結果概要（抜粋） （１）仮設住宅の建設地（入居地）について（N=70） 不満 0％ やや不満 2.9％ 普通 34.3％ 概ね満足 14.3％ 満足 48.6％     （２）住戸（住宅）の広さについて（N=68） 狭い 27.9％ やや狭い 30.9％ ちょうどよい 41.2％ やや広い 0％ 広い 0％     （３）住戸内の騒音について（N=68） 気になる 11.8％ やや気になる 13.2％ 気にならない 54.4％ 全く気にならない 20.6％      （４）部屋の寒さについて（N=68） 非常に寒い 4.4％ やや寒い 25.0％ ちょうどよい 42.6％ あたたかい 27.9％   
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（５）収納（押入について（N=68） 小さい 50.0％ 丁度良い 48.5％ 大きい 1.5％      （６）ご近所の方との交流について（N=69） 以前に比べ交流がない 7.2％ 今までと同じ 62.3％ 以前より交流している 30.4％      （７）集会所について（N=30） 使用している 66.7％ 使用していない 33.3％       【４】修繕等に対する要望 
� 洗濯物の干し場の屋根をもう少し大きくしてほしい。 
� アコーディオンカーテンが短いため冷気が入り寒い。隙間を改善してほしい。 
� 浴室内のシャワーフックの位置が悪い。 
� 渡り廊下やスロープに屋根が無いため、雨天時や降雪時に滑って危険。 
� 寒さが厳しいため二重の玄関にしてほしい。  

（グラフ７） 
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【５】その他の自由意見（感想など）（抜粋） （１）入居後の感想について 
� 近所の方々との交流が出来てよかった。 
� 入居地が五條市内なので、日常生活、買い物、通院が大変便利。 
� 各所に手すり等があり、バリアフリー対応にして頂いているのが大変助かる。 
� 全ての室内が狭い。 
� 同じ地域の住民が隣に住んでいる事が良かった。  （２）今困っていること、心配していることについて 
� 仮設住宅は 2 年で出なくてはいけないそうですが、それから先どうすれば良いか心配。 
� 従前の住宅の事が心配。2年間も帰れなくなると、家が腐って住めなくなることが不安。 
� 一日も早い村道の復旧。 
� 家が全壊している。年齢的にも経済的にも不安。どうすれば良いか悩むばかり。 
� 高齢であるため、仮設住宅を退居した後、どうすれば良いのか心配。元々の家がどうなるのかも分からず心配している。  （３）その他仮設住宅についてのお気づきの点について 
� 近くの銭湯では風呂を無料で入れて下さり、ありがたく思っています。 
� 仮設住宅に入居して数々の支援に感謝している。 
� とにかく全体的に狭い。もう少し余裕がほしい。 
� 想像していた以上に住みやすい。 
� 2 年で取り壊すのはもったいない気がする。   


